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E 研現の鮭果各試鞍直に就~..毎週 1 回
Lt宵調査せる結果は第1表に明示して居る如〈
でれぞ昨20年度の生育さ比較して見る1:.昨年
度は8臣、邸払硫酸アシ奄ニァ半量ぞ基即、
!-)分の aを 7 月日目、 10分の 2~8月 111 日に遁
胞した厘の生育が悪なったのであるが.本年で
も生育中期頃迄は、その傾向があったが後期に
生育がよfな、今、 1臣、 2匝め生育よめむしろ
よ〈なっτ居る3 この原因は昨年度の稲作生育
期間の天候より、本年の稲作生育期間の天候の
方が良好であっすこため、晩期に施した硫酸7ン
そ品アめ肥般が或る程度顕著iニ現iまれたためで
'あり、叉基肥に全量施した1匝ず初期に著し〈
第S表牧量調査 '
鼠 厳 1 2 3 I 
本 歎 品3.0 .1.3 
縛 長 (cm) 62.6 63.S 64'.3 
• 長 (cm) ].6.5 15.7 lo.7 
tIl 粒 般 2長1量 23日n 官~5 I 
1 砲の籾粒叡 56.1 57.1 53.3 
fJl 重 1t (gr) 612616940 68.長8
籾1000粒重量 tg-r) 25.38 i 2o.17 2'.9晶
聡重 刷山 lMO1 11187
;tIl震蕊/..霊長x100 I 54.5 I U.O I '9.3 
乾動重 量 {gr)117&781b.6011W18
生育し港ぎ?こ?こめであポ
安i二、牧量調査せる結果は、第2表tこ示す知
ぐで、それを検討して見るに、 3Wiは1直より
本数多し卒均開長・穂長は長〈、藁重量は重
〈なってゐて、昨年の結果より丘掛であるが.
粗位輩、 1穂の籾位獄、籾重量、籾100<位重量
は昨年さ質りなぐ 1匝が2，3匝よらも大さな
って居る3 しかしなが色、籾位載、籾重量の各
試験直め差が昨年よりも小さなって居るこミは
天候の良好であっ1ここさi三原因して居る@であ
司，
00 
VJ :考察及摘要 水稲直播栽培の遁正 t.lる
施肥法在確立するために行九る試験であって、
その結果明かになりたるこさは
て1)硫酸アンモニアぞ基肥に全量ぞ地表慣に
ヰ措知したものが、 2回、 3聞に分施したものよ
り優れたのである。
(2)全量基肥匿さ 2回、 3回i二分施し1t.毘さ
の牧量の差は、天候不良なる年よらも支候良好
.なる年のかが，j、である。
こじぬ直埼栽培に於ける施肥法の研究結果は、
従来の移植栽培に於ける施肥法の研究結果より
著し〈異るのであるが‘そわは、生育初期の噴
境の相違によりて水稲の生理的、形態的~H遣を
もた色すためであるものの知("rある。
7J{稲の濯i既l二関する研究第6報
j甚I低方法Y稲及び雑草の生育 ・
吉岡金市
， .研到の楳題吾々の「水稲のj輩街tエ闘す
ら問究J(1)'二位へば、7](.稲さ臨も常に必歩しも
描*瀧j低しなぐでもよく生育じ、就中、幼穂形
成朗目前は主壇水分を飽和水量の約70%に保ち
幼陣形成明から湛71q濯j慨を行った方がよりよき
特有をするにもうか、はちが、硯質に行はれて石
る水艦の瀧瓶方法は、むじろその反動で、事月
ピ句の幼穂形成明以前には常時議水漕瓶しよぞ
れ以後には常時湛水謀長瓶Lないのである。それ.
u何故であらうかa一一之 Lに科事的じ究明せ
-ー-
. 、ー・ 宅 章
られなけれ6まならない問越がある。惟ふに、 、そ
の原因は8月上旬の劫穂形成期以前の時期が恰
も雑草の費生の設も多い時期であわ.縫っ工除
草作業を人の手.或は手の延長さιての入力用
除草機でする限り、 1甚*-賦思i二bなければ雑草
の費生が多〈なり、田面が固結しτ除主著作業が
甚し〈困難i三なるこさが原因の令うであるq そ
れを、 この賞験で確めるさ向時に、「水稲の瀧
漸に闘する研究jにて得たる結果‘ぞより兵糧的
な俊件の墓t二於τ確謹するために施行じたので
.-2ー 役場研努第38忽第1. Il-S頁 H1'8)
ある9
2.研究の方法縦3尺6寸、横3尺(11l0
ω反〉、深さ2尺5ずめコレクリートに、 その
ー側面i二厚さ約1仰のがヲスぞ張りて土填め構
遣さ根の費宵献態治臨時lニ謄寝しHJ.るやうな特
別の娯置沿っ〈り、その白鳥に心土~約 1 尺 5す
表土を約5:.tn入れて耕地のA態に託会、ちしめ
水稲奇襲植したz瀧i置は王水誕の水ぞ主1-r，自由
に:J ! ~P - Jl>出来得るやうにして、喝~の如き
試験時設怜q
(1) 1甚水せすき〈大腫土療水分~70"lこ保った)
(2ミ潜水3佃む上水道より少量づ、流水対j~i障し
て、常に濯海水を 3cml二保った) (3)措水9cm
〈毎日上水遁φ水谷 ~mlこ保った〉
7月15日に30Gml二伸長レTご簡を3本宛畦間1
55オ、綜問6寸に移植して試験匝別に上記の
如き雌概ぞ行ひ、 8月15日迄見費生した雑草ぞ
種類別にその本識者?調査し大コ*紙の生育は7
月25日、 8月1，~， 15， 22日の4固に草丈、分
襲そして根系の展開賦態ぞ調査した。最後の*
量調査は、この貰験の稲が普通匝揚の稲より 5、
尺程度の高所t二栽培きれ、しかも~<に他の賓
散のために夜間艶燈がなされたので2化期の甑
虫が集り被害が甚大さなったこさ9flの風害に
より倒匪じたこさにより調査するこさが出来な
'J)"コT之。
3.研Rの結果
• .
1)濯瓶の方法さ雑草02費生'瀧績の方法に
よめ雑草の費生服態が著し〈異るq それは第1
、
潜水苛ずるものが最も多し (2)の湛*3cm，
(3)め詰ノ1<.9.cmの頓に少〈なっτ居るo但し、
Eゾ:ハコ吋ま流水3cm構1k瀧海の.r.1ニ菅生し℃
居り、コナギ、己ヱ、 tソハギは31亙や遁じて
E量生じてゐるが、ヨナギは潜水8cmのものに特
に多いコ次に雑草の襲坐教やみるに、(1)の潜
水せ、守して土壌水分を飽和;1<.量の約7C%に雑持
しず亡揚合に最も多し水位の探五、湛水9c11lの場
合lニ長も少U、。即ち、〈り匝5528本 (1附】，(:l) 
匝2招6本く46)，(3)匝270本〈めであうて、(1)
匝は(3)匿の20倍からの雑草が叢生して居るa
か〈の如〈、織瀬の方法によりて雑草の費生種
類さその童文tこ建のあ邑のは、 i挫i低水に劃して*
4の雑草の牲質が異るからであらう司
2) 部棋の万怯~稲の盛育 浪棋の方・法さ雑
草さの聞係は検討したる如ぐであるが、然らば
肝腎な稲の生育は語i~棋の方法iニよって如何なる
差異そ示し手こであらうか。それは第2表巳示す
如《であってイ 8月1B までの生育は、 (1)の
湛水せ守して土壌水分ぞ飽和水量の約70!i主に誰
持したものがよりよい生育をなLたつが、 8月8
日甥後に至りでは (2)，(3)の湛水じたもの、
生育が優れた。この事賓は、吾々のがツaト試験
によら「水稲の融甑に闘する研究」仰の結果さ
全く一致するものであるa叉、 i基水i溢棋に於て
は、 (2)の温水瀧甑の!:t;，育カ1くめの深7J<.iwi慌の主主
育に此し優れてゐるニの事責はi組j低水の探漫広
闘する従来の試験成慣例さ完査に一致するもの
であるq
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は聾展じて居るが甚?さしぐ阻であり、第4圃の
8月15日調査l二於て怯ー麿根系の費展献態が劣
'るのである。ニの結果から推断されるこさは.
(1)の描水瀧i慨せ守じて土捧水分ぞ飽和水量の
約70%維持したものや8月上旬から湛水面概す
れば、その深き根が密t二費展して(2)以上の聾
展賦態毛並示すであらう Sいふこさである。その
草設は、この研究に計査されて居たじりであるが
試験の途中広於て、ヨシクリート槽の子側面広
あるがグスが破損したため議定通めの試験新出
来なかったのでみる。
根系蛍展航路の描碍第}-4匝に於τ、匙線は
表主さ心土さの境界を示すものであり、縫っτ
このI'i線より上唐が表土下ある9 をの表土の厚
きが湛水瀧獅匝の2町が淳〈なって居るが、それ
は表土の量が多いのではな〈τ、同一量の表ニk
t二於τも活水瀧j慨すれば膨脹するからである司
維勺て、 i甚*-直航すれば表土が著し〈膨軟にな
るから人の手口よる除草作業が審晶になるので
ある。こ、に水稲の坐育が多少よ〈な〈τも除
草期間中は常に湛水瀧慨する理由があるのであ
(1) Il甚水セズ (2)湛7K3C11
湛踊の方法三稲の生育
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第2表
かぐの如き泊上部の生育の差tニ封躍して地下
部の生育は如何になってゐるであらうか司地下
部の根系につUτも調査ぞ準め主のであるq そ
の根系め華麗航態を(1)匝さ (2)匝さぞ針照し
吃薗示すれば第1..4圃の如〈であり、地下部の
観の生育の差は、地上部の董葉の生育の差より
もー麿明瞭であるq 郎ち、第1，2置に示す7月
:lJE目、 8月1日調査に於ては、 (1)の描水せざ
る蕗の根系費展肱態は(2)のi甚水瀧海3c血のも
のに比ιτ優って居るのであるが、第3圃t二示
す8月8日t二於ては、 (1)は(2)1二比して深Jl-I二
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4.考 察~ヅト試験による「水帽の温海
に闘する研究J結果は、 8J.J上旬の幼穂形成期
〈出穂前約1:7月)までは~ }]<.椙さ雌も常に描
水漉甑の必要はなト土壇水分有F倒利水量の約
'10%に保った方がよりよ守生育ぞなすのである
が、覗貨には8月上旬まで特に1甚水曜紙奇行つ
τ居るのである。これは甚しい矛膚であるさい
はねばならない。この矛盾が本研究によって或
軽度解明せられずこわ砂であるoWも、現賓に於
τ8月上旬迄特t二浴}~謹j属して居るのは、l1<.帽
のよりよき生育のためではな〈て雑草の費生沿
少<t.、且、田面~膨軟にして人の手による除
草作業ぞ容易ならレめんが?とめの耕作管理上の
要請に基ぐものである。故に、滋瓶ゐ方法を水
輔の生育じよめよきゃうI二あらおめ(常に活水
灘概するこさな〈土猿水分を8月上旬迄飽和水
量の7d~に保つ〉そのために襲撃の費生が多〈
なり、図面が固結しτ除草作業が困雛さなるな
長ば、それは除幕方・法の改良によっτ解決すぺ
きである。卸ち、水帽の栽様;方式ぞ改め、畜力
横械力i二よる除草作業をなし得るやうにすぺ'
である0
5・摘 裏番待の r}]<.l角的遺跡二嗣ずる研
究j ポ~"試験結果さ窺貰の直視方法さの矛膚
そ解明せんがにめ、昭和17年に特別な撰置をつ
〈り瀧j債の方法三稲〈特に地下部〉及び雑草の生
育に闘する研究者F行って突の如き結果を得大。
<1) 8月上旬までは、常tこ湛}]<.謹甑せ今して
土壌水会や70%程度に維持するコケが水艦の生育
特に根系賦態が良好である。
(2)しかしながら.か，くするさきは雑草の費
生が著し〈多ぐ、田面が固結Lτ人の事による
除草作業が甚記困難である。
(3)それ故に、現賓に符はれてゐる8月上旬
までの湛水溝獅は、 71<.帽の第1義的必要事でな
ぐて、耕作管理上の第2義的要請に基〈もので
あ包て、それは除草方法の改良によっτ解決し
なげればならない。
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(1)剣稿、水稲の濯稼1':'闘する研究、 .1-3・、
農皐研究、修34，36， 37(1)fB (1)永弁威三郎
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本邦大葬品種の分類三地理的分布
に闘する研究第7較
葉鞘の毛茸について
高橋隆平・山本二郎・板野漏寄夫
1:緒 雷葉輔の毛茸の有量号、毛茸の形.
色、分布舷態等の差異は屡々禾本科その他tこ於
ける種の匝別上のI特性さして用いられる。街
聞ー種巳於て有毛及び鋸毛の2型が匝別される
ものもある。大型Fは後者に属するものの 1もあ
るo併し乍ら大多ではこの形質に劃しτ従来余
り聞心がはらわれな治、つ土。 AlぽhSllllner及び
.， 
P制lh(1931)が凋乙産大多についτ、:叉λberg
及び Wiebe(1946) が米国の大差p:~手ついて夫々
この形質や研究しτいるじすぎなh、併し業鞘
の毛茸の有無なる形質の研究は、輩に大穿の分
類上の1特佐さιて興味があるのみでなし
A.ufh卸 uner等tl'若干ふれている如くそのltl!哩的
分柑或は品種群聞に特異性が認められる露、大
...品種の地直的分化の問題ぞ考察する上にも多
少寄興する所がある。故に著者等は本特性の品
種間差典、遁侮立正ぴtこその遺健子の地理的分布
等t二醐しτ調査毛並行つ允。ここ t二その栴要~報
告するq
2.葉舗の毛茸の一般的観察並びに品冨
間差異 'Aufhammer及び Pe喧h(l舘りは大夢
の葉鞘tこ於りる毛茸の私聾や分布駅離等じつい
て可なり詳細tニ調査しτいるが、以下に著者等
柄拘大調査の結果の要動のみを漣べる3
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